
 令和７年度  小 野 小 学 校 経 営 方 針    

宇部市立小野小学校  

地域力を生かして、自分と人を愛し､志高く挑戦し続ける小野っ子の育成 
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＜ 学 校 経 営 の 基 盤 ＞ 
★児童・地域・保護者・教職員の実態に合った教育活動を構築し、
知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を育む。 

☆地域の核となる学校として地域連携のあり方を具体化し、より積
極的に活動を展開する。 

☆特認校制度を利用し複式・極少人数を利点とした特色ある教育活
動を展開する。 

☆小・中（縦）と小・小（横）の必要なつながりを明確にした小中
一貫教育を進める。 

☆人権教育と特別支援教育の視点を生かした児童理解を進め、個を
尊重する教育活動を推進する。 

☆本校の教育活動に即した教職員の資質能力の向上と組織力の向
上、学習環境・教育機器の充実を図る。 

本年度の重点目標 

◎「小野小スタイル」の授業を受け継ぎながら発展させる実践を児

童と教員が一体となって行い、新たな授業システムを加える。 

◎記念事業の取り組みを引き継いで、学習活動による地域貢献を積

極的に行い、学校と地域の連携をより活性化する。 

○「学び直しの時間」を活用し、各児童の実態にあった学力向上と

思いが誰にでも伝わる表現力向上の研究と実践を行う。 

○全教職員による児童一人一人の理解と特認校制度活用による新

しい関係性の配慮に努め、社会生活に必要な技能を高める。 

○保健指導を充実させて、家庭や地域と連携しながら、具体的な行

動変容の支援と検証を行い、生活習慣改善の徹底を図る。 

小 野 小 学 校 学 校 運 営 協 議 会・小野地域各関係団体・小野地域住人 

           厚 東 川 中 学 校 区  合 同 学 校 運 営 協 議 会 

厚 東 川 中 学 校 区 小 中 一 貫 教 育 
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【進んで学ぶ子】 【やさしい子】 【たくましい子】 

【 校内研修 研究主題 】 

かかわり合いを深め、ともに学び合う小野っ子の育成 

～子どもの学びを支援する少人数指導の継承と発展～ 

分かろうと意欲的に仲

間と協働して活動し、

習得内容を生かしてい

こうと学びを楽しむ子 

自分を大切にしなが

ら、他者との関わりを

生かし、物事に誠意を

持って取り組める子 

諸活動に必要な体力や

運動能力を身に付ける、

また、健康な体を保つ活

動を自ら実践する子 
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小野小教育目標 

 

元気になる学校 


